
2022 年度　入学試験問題

算　数
（帰国生入試）

［注意事項］

1． 定規、三角定規、分度器、コンパス、計算機は使ってはいけません。

これらはかばんの中にしまいなさい。

2．試験開始の合図があるまで、この問題冊子の中を見てはいけません。

3． 解答用紙は、問題冊子の中にはさんであります。試験開始の合図があったら、

解答用紙を取り出して受験番号と氏名を記入し、QRコードシールをはりなさい。

4．解答はすべて解答用紙に記入しなさい。

5．問題冊子の余白等は自由に使って構いません。

6．試験終了後、解答用紙のみ提出し、問題冊子は持ち帰りなさい。

東京都市大学付属中学校



－ 1 －

1 　次の  に当てはまる数を答えなさい。

問１　８．５÷  ５
１
３ －  ４

４
５ －１

１
６  －３＝ 

問２　７．５÷３×  ３. １２５÷  １
８
９ －  ＝ ５

５
８

問３ 全部で２０問の算数のテストをＡ君とＢ君が受けたところ、２人とも正解した問題は

９問、２人とも正解しなかった問題は２問ありました。また、Ａ君はＢ君より３問多く

正解しました。Ａ君が正解した問題は  問です。

問４　  ％の食塩水１００ｇと、８％の食塩水２００ｇを混ぜ合わせたあと、５０ｇ

の水を蒸発させたところ、１０％の食塩水ができました。

問５　赤、青、緑、白の玉が１個ずつあります。この４個の玉を横に１列に並
なら

べるとき、赤と

青の玉がとなり合わない並べ方は全部で  通りあります。

０、１、２、３、４の
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（計算用）



－ 3 －

問６　はじめ、（兄の持っている金額）：（弟の持っている金額）＝６：５でした。その後、兄は

２００円、弟は１５０円を使ったので、兄の持っている金額の３倍は、弟の持っている

金額の４倍より２４０円少なくなりました。はじめ、兄は  円持っていました。

問７　右の図は、面積が３０cm2 の正方形ＡＢＣＤの中に、

中心角が９０度のおうぎ形と正方形ＥＦＣＧをかいた

図形です。斜
しゃ

線部分の面積の合計は  cm2

です。ただし、円周率は３. １４とします。

問８　右の図のように、１辺が５cmの正方形を５個並べた図形が

あります。この図形を、辺ＡＢを軸
じく

として１回転させたときに

できる立体の表面積は  cm2 です。ただし、円周率は

３. １４とします。

Ｄ

Ｃ

ＧＥ

Ｆ

Ａ

Ｂ

Ａ

Ｂ ５cm
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（計算用）
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2 　水を入れる管Ａと管Ｂ、水を出す管Ｃがついた水そうがあります。はじめ、この水そうは

空
から

で、２本の管Ａ、Ｂを流れる水は止まっている状態です。

　ここから、管Ａだけを使って水を入れると３０分で満水になり、管Ｂだけを使って水を

入れると２０分で満水になります。また、満水で管Ａ、Ｂの水を止めて管Ｃを開いて水を

出すと、１５分で水そうは空になります。あとの問いに答えなさい。

問１ はじめの状態から、管Ａと管Ｂを同時に使って水を入れると、水そうは何分で満水に

なりますか。

問２　はじめの状態から、管Ａと管Ｂを同時に使って水を入れ始めましたが、途中で管Ｃが

開いてしまい水が出ていたので、水を入れ始めてから１２分後に管Ｃを閉めました。その

後も、管Ａと管Ｂで水を入れ続けたところ、水を入れ始めてから１８分後に満水になり

ました。管Ｃから水が出ていた時間は何分何秒ですか。
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（計算用）
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3 　兄と弟の２人が、下の図のような電車の線路に沿ったまっすぐな道を矢印の向きに進み

ます。兄が５歩進む間に弟は４歩進み、兄が３歩で進む距
きょ

離
り

を弟は４歩で進みます。また、

電車は毎時３６kmで図の矢印の向きに走り、電車どうしは１０分３０秒の間かくで走ります。

このとき、兄は電車と９分おきにすれちがいました。あとの問いに答えなさい。ただし、

電車の長さは考えないものとします。

問１　（兄の歩く速さ）：（弟の歩く速さ）を、最も簡単な整数の比で表しなさい。

問２　兄が進む速さは毎分何ｍですか。

問３　電車の速さや電車どうしの間かくも、兄や弟が進む速さも変えずに、兄と弟が図の矢印

と逆の向きに進むとき、弟は後ろから走ってくる電車に何分何秒おきに追いぬかれます

か。

電車

兄

弟
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（計算用）
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4 　下の図の三角形ＡＢＣで、点Ｄ、Ｅはそれぞれ辺ＡＢを３等分する点です。また、点Ｆは

辺ＡＣ上の点で、ＡＦ：ＦＣ＝３：２です。さらに、ＢＦとＣＤ、ＣＥが交わる点をそれ

ぞれＰ、Ｑとします。あとの問いに答えなさい。

問１　ＥＱ：ＱＣを、最も簡単な整数の比で表しなさい。

問２　ＢＱ：ＱＰ：ＰＦを、最も簡単な整数の比で表しなさい。

問３　四角形ＤＥＱＰの面積は、三角形ＡＢＣの面積の何倍ですか。

Ｄ

Ｑ

Ｐ

Ｃ

Ｅ Ｆ

Ａ

Ｂ
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（計算用）
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5 　同じ大きさの立方体を、次の【ルール】にしたがって机の上に置いていきます。

　　　【ルール】

　　　 ・ １個目の立方体を机の上に置きます。

　　　 ・ ２個目の立方体からは、それまでに置かれている立方体と面と面がぴったりと重なる

ように置きます。

　　　 ・ 立方体の下の面は、机の面または他の立方体の面とぴったりと重なっていなければ

いけません。

　 　例えば、Ａ、Ｂ、Ｃとかかれた３個の立方体を【図１】のような

形に置く手順は、

　　　「Ａ→Ｂ→Ｃ」、「Ｂ→Ａ→Ｃ」、「Ｂ→Ｃ→Ａ」

　の３通りとなります。

　　あとの問いに答えなさい。

問１　Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄとかかれた４個の立方体を【図２】のような

形に置く手順は全部で何通りありますか。

問２　Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ、Ｅとかかれた５個の立方体を【図３】の

ような形に置く手順は全部で何通りありますか。

Ａ Ｂ

Ｃ

【図１】

Ａ Ｂ Ｃ

Ｄ

【図２】

Ａ Ｂ

Ｅ

Ｃ

Ｄ

【図３】
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（計算用）（問題は前のページで終わり）








